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は

じ

め

に

海住山寺蔵 『〔相生の 松 〕』（絵巻）に つ い て （高橋）

　
こ

こ

に

紹

介
す
る

の

は
、

真
言

宗
智
山

派
海

住
山
寺
（

京
都
府

木
津
川

市
加
茂
町）

に

蔵
さ

れ
る

絵

巻
『

〔

相
生

の

松
〕

』
（
一

軸
。

以
下

、

「

海
住

山

寺
本
」

と

略
称）

で

あ
る

。

こ

の

絵
巻
に

は

外
題
も
奥
書
も
な
い

が
、

箱
書
き
に

「

住
吉
之
絵
巻

物

　
一

巻
」

（

蓋
表）

と

あ
る
こ

と

に

よ
っ

て
、

こ

れ

ま
で

鎌
倉
時
代
前
期
に

成
立

し
た

と

さ
れ
る

擬
古
物
語
『

住

吉
物
語
』

を

絵
画

化
し
た

『

住
吉
物
語

絵
巻
』

で

は

な
い

か
と

考
え
ら

れ

て

い

た
。

し
か

し
こ

の

度
、

幸
い

に

も

閲
覧
す
る

機

会
を
得
て

内
容
を

確

認
し

た
と

こ

ろ
、

お

伽

草
子

『

相
生
の

松
』
（
絵

巻
）

の
］

伝
本
で

あ
る
こ

と
が

確
認
さ
れ
た

。

　
海
住
山

寺
本
は

、

保
存
状
態
が

極
め

て

良
好
で

あ
り

、

六

図
あ
る
絵
画

部
分
の

色
彩
も
鮮
や

か

に

残
っ

て
い

る
。

詞
書
部
分
に

は
金

泥
に

よ

る

草
木
の

下

絵
が

施
さ

れ
、

紙
背
に

は

金
箔
が

散
ら

さ

れ

る

な
ど

、

豪
華
な
作
り
と

な
っ

て

い

る
。

既
に

別
稿
に

お
い

て

詞
書

部
分
の

翻

　
　
　

　
　
　

　（
1）

刻
紹
介
を

行
っ

た
が
、

本
稿
で

は

書
誌
事
項
を
示

す
と
と

も
に

、

『

相
生
の

松
』

の

伝
本
の

整
理

を
行
い

、

海
住
山
寺
本
の

位

置
付
け
を

行

い

た
い

。

　
お

伽
草
子

『

相
生
の

松
』

の

伝
本
は

極
め

て

少
な
い

こ

と

か

ら
、

海
住
山
寺
本
は

貴
重
で

あ
り

、

広
く
学
界
に

紹
介
す
る

意
義
は

大
き
い

と

考
え
て

い

る
。
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一

　

海
住
山

寺
蔵
『

〔

相
生
の

松
〕

』

書
誌

　

海
住
山
寺
本
の

書
誌
事
項
は

次
の

通
り
で

あ
る

。

　

海
住
山
寺
蔵

『
〔

相
生
の

松
〕

』

。

絵
巻

、

一

軸
。

紺
地
金

糸
文
様
布
表
紙
に
、

金

茶
色
の

見
返
（
三
二
・

五

糎
×

二

一
・

五

糎）
、

淡
黄
色
の

鳥
の

子
紙
を

料
紙
に

用
い

た

美
し
い

装

訂
の

巻
子
本
（
軸
は

紫
檀
軸
頭

軸
）

で

あ

る
。

詞
書
部
分
に

は

金

泥
に

て

下

絵
（
草
木）

を

描
く
。

毎
葉
二

十
二

行
程
度

、

毎
行
十
八

字
内
外

。

本
文
は

漢
字
平
仮
名
交
じ

り
文

。

江

戸
時
代
中
期
の

製
作
と

思

わ

れ

る
。

表
紙
の

左
肩
に

金
地
の

貼
題

箋
が

貼
ら

れ

て

い

る

が
書
名
の

記

載
は

な
い

。

内
題

、

奥
書
な

し
。

紙

背
は

白
地
に

金

箔
が

散
ら
し

て

あ
る

。

絵
巻
を

収
め

る

木
箱
の

蓋
表
に

「

住
吉
之

絵
巻

物
　
一

巻
」

、

蓋

裏
に

「

住

吉
の

絵

巻
物

／
隆

範
蔵
〔

印
記
〕

／
海
住
山

寺
蔵
付
了
」

と

墨
書
が

あ
る
（
印

記
は

朱
方

印
陽
刻
「

隆

範
」

（
一

二

糎
x
一

⊥

糎
∀

）
。

全
二

十
二

紙
（
詞
書

＋
六

紙
、

絵
画

部
分
六
紙）

が

継
が

れ

て

お

り
、

各
紙
の

寸
法
（

二

紙
目

以

下

紙
幅
の

み
）

は
、

一

紙

（

三

二
・
五

糎
×

四
六・
八

糎）
、

二

紙
（
四
九・
一
三
、

三

紙
（
絵
1

、

四

九・
五）

、

四

紙
（
四

九
・
一
）
、

五

紙
（
四
九・
○
）

、

六
紙
（
二

四・
三
）

、

七

紙
（
絵
H

、

四

九
二

三
、

八

紙
（
四
九
・
○
）

、

九
紙
（
四

九
・
三）
、

十
紙
（
四
八
・
五）

、

十
一

紙
（
絵
皿、

四

九・
八
）

、

十
二

紙
（
四
九
・
○
）

、

十
三

紙
（
一

七・

八）
、

十
四

紙

（

絵
W

、

四

八
・

八）
、

十
五

紙
（
四

九
・
○
）

、

十
六

紙
（
三

〇
・

三
）

、

十
七

紙
（
絵
V
、

四
九
・

七
）

、

十
八

紙
（
四

八

二
）

、

十
九

紙
（
四

八
・

七
）

、

二

十

紙

（

絵
W

、

九
三・
一
）

、

二

十
一

紙
（

四

九
・
Q）
、

二

十
二

紙
（
二

六・
二
）

で

あ
る

。

所
々

、

裏
打
補

修
が

施
さ

れ

て

い

る
。

　

外
題
・

内
題
は

無
く

、

ま
た

奥
書
も

存
し

な
い

た

め
、

正

式
な
書
名
お

よ

び

書
写
者
等
は

不
明
と

言
わ

ざ
る

を
得
な
い

。

絵
巻
を

収
め

る

箱
の

蓋

表
に

「

住
吉
之
絵
巻
物
　
一

巻
」

、

蓋
裏
に

「

住
吉
の

絵
巻
物
」

「

隆
範
蔵
」

と

墨
書
さ
れ
て

い

る

こ

と

か
ら

、

内

容
が

「

住
吉
」

を

舞
台
と

し

た

「

絵
巻
物
」

で

あ
る
こ

と
、

こ

の

絵
巻
が

海
住
山
寺
住
職
佐
伯
隆
範
和
上
（
範
真
・
一

八

四
九
〜
一

九
〇

五
）

の

所
蔵
品
で

あ
っ

た

こ

と
が

知
ら

れ
る

。

な
お

、

こ

の

度
の

調
査
に

よ

り
、

内
容
が

お

伽

草
子

『

相
生

の

松
』

で

あ
る
こ

と

が

判
明
し
た

こ

と
か

ら
、

本
稿
で

は

箱

書
き

に

あ
る

「

住
吉
の

絵
巻
物
」

で

は

な

く
、

『
〔

相
生

の

松
〕

』

と
呼

称
す
る
こ

と

と

し

た
。

　

料
紙
は

全
二

十
二

紙
が

継
が

れ

て

お

り
、

横
の

寸
法
は

ほ

ぼ

四

十
九
糎
前
後
と

な
っ

て

い

る
。

た

だ

し
、

と

こ

ろ

ど
こ

ろ

短
い

も
の

も
見

受
け
ら

れ
（
六
・
十
三
・

十
六
・

二

十
二

紙
）

、

絵
画
六

図
の

う
ち
の
一

枚
（
二

十
紙）

の

み
、

ほ

ぼ

料
紙
二

枚
分
の

大
図
と

な
っ

て

い

る
。
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ま

た

途
中
に
、

何
箇
所
か

の

裏
打
ち
補
修
が
施
さ
れ

て

い

る
。

例
え
ば
九

紙
と

十
紙
の

継
ぎ
目

に

は

金

箔
紙
に

よ
っ

て

補
わ
れ

た

形
跡

が

残
る

が
、

十
紙
一

行
目

「

こ

や

お

の
へ

」

の

「

や
」

の

文
字
の
一

部
が

紙
継
ぎ
箇
所
に

隠
れ
て

い

る
。

こ

れ

は

補
修
の

際
に
一

旦

継
ぎ
目

を

剥
が

し
、

補
修
の

後
に

再
び

継
が

れ

た

も
の

で

は

な
い

か

と

推
測
さ

れ

る
。

　

本
絵
巻
物
が
な
ぜ

海
住
山

寺
に

将
さ

れ

た

の

か

に

つ

い

て

は

判
然
と
し

な
い

。

た

だ

し
箱
書
き
に

記
す
通
り

、

佐
伯
隆

範
の

収
集
に
よ

る

も
の

で

あ
る

こ

と

は

確
か

だ

ろ

う
。

現
在

、

海
住
山

寺
で

は

蔵
書
の

悉
皆

調
査
が

行
わ

れ
て

お

り
、

佐
伯
隆
範
の

書
写
に

よ

る

聖
教
が

数

多

く
遺
さ

れ

て

い

る

こ

と

が

解
明

さ

れ
つ

つ

あ
る

。

こ

う
し

た

聖

教
類
に

混
ざ
っ

て
、

今
回
紹
介
す
る

よ

う
な

絵
巻
が
存
在
す
る

こ

と

は
、

隆

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
（
2）

範
の

幅
広
い

興
味
と

関
心

、

ひ

い

て

は

師
の

人
柄
を
も

物
語
る

も
の

と

し

て

大
い

に

注
目
さ
れ

る
。

二

　
『

相
生

の

松
』

伝
本

　
お

伽
草
子

『

相
生
の

松
』

は
、

別
名
「

松
ヶ

枝

姫
物
語
」

と

も
称
し

、

松
の

め

で

た

さ

を

物
語
る

祝

儀
物
・

仙
境
譚
・

縁
起

物
に

分
類
さ

　

　
　（
3）

れ

て

い

る
。

世
阿
弥
（
一

三

六
三

〜
一

四

四
三
）

作
の

謡
曲

『

高

砂
』

を
題

材
と
し

た

物

語
で

あ
り

、

長
寿
と

夫
婦
の

情
愛
を

祝
福
す
る

目

出
度

い

内
容
と

な
っ

て

い

る
。

古
く
は

「

相
生
」

「

相
生
松
」

と

呼
ば

れ

て

お

り、

そ
の

梗
概
は

以
下
の

よ

う
な

も
の

で

あ
る
（
行
論
上

、

A
〜

G
の

七

段
に
分
け
た）

。

　
こ

の

世
で

特
に

素

晴
ら

し
い

の

は
、

霜
に

も
色
を
変
え
る
こ

と

の

な
い

松
で

あ
る

。

昔、

播
磨
の

国
高
砂
の

浦
に

松
ヶ

枝
姫
と
い

う
姫
君

が
い

て
（

A
）

、

摂
津
の

国
住

吉
の

里

に

松

高
彦
と

い

う
神
が
い

た
（

B
）

。

あ
る

時
、

松
高

彦
は

、

風
の

響
き
に

琴
の

調
べ

が

聞
こ

え
て

く
る

の

を

不
思
議
に

思
い

、

舟
に

乗
っ

て

播
磨
の

国
に

辿
り
着
き

、

松
ヶ

枝
姫
に
一

夜
の

仮
の

宿
を
求
め

た
（
C
）

。

松
ヶ

枝
姫
は

、

こ

こ

が

仙
境

で

あ

る

こ

と

を

告
げ
（
D
）

、

仙
境
に

迷
い

込
ん

だ

男
が

美
し
い

女
房
と

夫

婦
に

な
っ

た

と
い

う
唐
土
の

故
事
を

語
り
な

が

ら
（
E

）

、

こ

こ

に

留
ま
り

夫
婦
に

な
っ

て

ほ

し
い

と

懇
願
す
る

。

松
高
彦
は

、

男
松
と

女
松
の

二

本
の

松
を

植
え
て

住
吉
に

帰
り

、

そ
の

後
も
変
わ
ら

ず
に

松

ヶ

枝

姫
の

も
と

に

通
い

続
け
た

。

や

が

て

夫
婦
の

神
は

年
齢
を

重

ね
て

白

髪
と

な
っ

た

が
、

松
の

下
で

音

楽
を

奏
で

る

と
（
F

）

、

忽
ち
に

若

返
っ

た

と
い

う
。

つ

い

に

夫
婦
の

神
は

飛
仙
と

な
っ

て

天

に

昇
り

、

二

人
の

契

り
は

そ
の

ま
ま

松
に

残
さ

れ
た

。

国
は

い

よ

い

よ

栄
え

、

民

141
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は

言
祝
ぐ
べ

き
例
証
と

し
て

「

相
生
の

松
」

と

名
づ

け
た
と
い

う
こ

と

で

あ
る
（
G）

。

　
現
在

、

『

相
生

の

松
』

の

伝
本
と

し
て

は
、

次
の

六

本
が

知
ら
れ

て
い

る
。

　

 

天
理
大
学
附
属
天
理

図
書
館
蔵
『

松
ヶ

枝
姫

物
語
（
仮
題）
』
（

一

軸、

寛
文
〜

元
禄
期
の

製
作）

。

＊

以
下
、

天
理

本
と

略

称
。

　

 

藤
井
隆
蔵

『

松
た
か

彦
物
語
』
（

『

虫
物
語
』

他
と

合

世
。

＊

以

下
、

藤
井
本
と

略
称

。

　

 

赤
木
文
庫
蔵

『

相
生
の

松
』
（

一

軸、

寛
文
〜

元
禄
期
の

製
作）

。

＊

以
下

、

赤
木
文
庫
本
と

略
称

。

　

 

海
の

見
え
る

杜
美
術
館
蔵
（
旧
・

王

舎
城
美
術
宝
物
館）

『

相
生

の

松
』
（

一

軸、

寛
文
・

延
宝

頃
写）

。

＊

以
下

、

海
の

見
え
る

杜
本
と

略
称

。

　

 

板
坂
則
子
蔵
『

相
生
の

松
』

2

軸、

近
世
前
期
写
か
）

。

＊

以
下

、

板
坂

本
と

略
称

。

　

 

海
住
山

寺
蔵
『

〔

相
生
の

松
〕

』
（
一

軸、

近
世
中
期
写
か
）

。

＊

海
住
山

寺
本

。

　
こ

れ

ら
の

伝
本
を

概

観
す
る

と
、

 
天
理
本
に
は

外
題
・

内
題
が

無

く、

『

松
ヶ

枝
姫

物
語
』

と
い

う
仮
題

が

付
さ

れ

て

お
り

、

二

箇

所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4）

に

わ

た

る

脱
文
が

見
ら
れ

る
。

 
藤
井
本
は

、

『

虫

物
語
』

他
と

合
綴
さ
れ

た

も
の

で
、

一

部
の

み
の

本
文
を

有
す
る

零
本

。

 
赤
木

文
庫

本
は

 
天
理

本

と

ほ

ぼ

同

様
の

本

文
を

持
ち

、

内
題
は

無
い

が
、

表
紙
に

「

あ
ひ

生

の

松
」

と
の

墨

書
題

箋
を

有
し

て

い

る
。

巻
末
に

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
〔
5）

「

は

せ

を
写
」

、

第
六

図
の

左
隅
上
に

は

「

紀
之

／
美
光
院
／
画

写
」

と

記
さ

れ
、

製
作
者
と

思
し

き
人
物
を

窺
い

知
る
こ

と
が

で

き
る

。

 

海
の

見
え
る

杜
本
は

、

外
題
題

箋
に

「

相
生

の

松
」

と

あ
り

、

図
録
な

ど
に
よ
っ

て

絵
画
全
六
図
の

う
ち

の

五

図
ま
で

を

確
認
す
る
こ

と
が

　
　
（
6）

で

き

る
。

 
赤
木
文

庫
本
の

発
見
に

よ
っ

て

『

相
生

の

松
』

と
い

う
書
名
や

話
の

全
体

像
が

判
明
し
、

ま

た

 
海
の

見
え
る

杜
本
に

よ
っ

て

絵
画

部
分
の
一

部
が

明
ら
か

と
な
っ

た
。

な
お

、

 
海
の

見
え
る

杜
本
に
つ

い

て

は
、

詞
書
全

文
の

紹
介
は

な

さ
れ

て

い

な
い

も
の

の
、

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
（
7）

天

理

本
と

「

ほ
と

ん

ど

同
じ

く
す
る

本
文
を
有
す
る
」

と

解

説
さ

れ

て
い

る
。

 
板
坂

本
は

近

年
紹
介
さ

れ

た

も
の

で
、

内
題
は

無
く

、

題

箋
に

「

相
生

の

枩
」

と

あ
る

。

内
容
に

つ

い

て

は
、

「

本
文
部

分
に

錯
簡
が

見
ら
れ

る

も
の

の

保

存
状
態
も

良
好
で

、

比

較
的
古
態
を

保
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
8）

て

い

る

奈
良
絵
巻
で

あ
る
」

と

説
か

れ

て

お

り
、

錯
簡
を
改
め
た

形
で

の

全

文
の

翻
刻
と

、

 
天

理

本
・

 
赤
木
文
庫
本
と

の

校
異

、

全
体

の

画
像
が

掲
載
さ

れ

て

い

る
。

 
板
坂
本
の

紹
介
に

よ

り
、

 
海
の

見
え
る

杜
本
に

は

見
ら
れ

な

か
っ

た

新
た

な
二

つ

の

絵
画
部
分
も
明
ら

か

と

な
り

、

『

相
生

の

松
』

の

全

体
像
を

知
る
こ

と

が
で

き
た

。
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こ

れ
ら

『

相
生
の

松
』

伝
本
に
つ

い

て
、

板
坂
則
子
氏
は

、

 
天
理
本
・

 
赤
木

文
庫
本
・

 
板
坂

本
の

三

本
の

比
較
検
討
か
ら

、

そ

れ

ぞ
れ
の

錯
簡
状
況
を

解
説
し

て

い

る
。

そ
こ

で
、

板
坂
氏
の

論
に

導
か

れ

る

形
で

、

氏
の

論
文
中
に

示
さ

れ

た

図
に

 
海
住
山

寺
本
を

加
え

、

次
に

挙
げ
る
（

【
図

二
。

A
〜

G
の

記
号
は

、

話
の

粗
筋
と

対
応
す
る
）

。

【

図
一
】

 
赤
木
文
庫

本
　
　

 
天
理
本

G F E D C B A

G F E D CBA

 
板
坂
本FDF E C BDFG A

 
海
住
山
寺
本

G F E D C B A

A
…

松
ヶ

枝
姫
の

由
来

　

　

（

絵
1

）

の

前
ま
で

。

B
…

松
高

彦
の

由
来

　

　

（

絵
∬

）

の

前
ま
で

。

C
…

松
ヶ

枝
姫
を

訪
ね

る

　

　

（

絵
皿
）

の

前
ま
で

。

D
…

二

人

の

会
話

　

　

（

絵
W
）

の

前
ま
で

。

E
…

唐
土

の

仙
境
譚

　

　

（

絵
V

）

の

前
ま
で

。

F
…

音
楽
の

演
奏

　

　

（

絵
班
）

の

前
ま
で

。

G
…

相
生
の

松
の

名
称
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先
に

触
れ

た

よ

う
に

、

 
天
理
本
に
は

前
半
の

B
・

C
に

脱

文
が

あ
り

、

ま
た

 
海
の

見
え
る

杜
本
は

未
だ

調
査
の

機
会
を

得
な
い

が
、

お

そ
ら

く
 
天

理
本
と

同
様
の

体
裁
で

は

な
い

か
と

推
測
さ
れ

る
。

ま

た

 
板
坂
本
は
、

本
文
は

整
っ

て

い

る

も
の

の
、

料
紙
の

綴
じ

違
い

に

よ
っ

て

話
の

順
序
に

乱
れ
が

生

じ
て

お
り

、

組
み

替
え
て

読
ま
な

け

れ
ば
な
ら
な
い

状
況
と
な
っ

て

い

る
。

　
こ

う
し
た

伝
本
状
況
の

中
に

あ
っ

て
、

 
海
住
山
寺
本
は

善
本
と
さ

れ
る

 
赤
木

文
庫
本
と

同
様
に

大
き
な
錯

簡
も
な

く
、

料

紙
も
順
番

に

継
が

れ

て

い

る

こ

と

が

分
か

る
。

三

　
本
文
（

詞
書
）

の

比
較

　
次
に

、

現
在
『

相
生

の

松
』

の

全
文
が
翻
刻
さ
れ
て

い

る

 
天
理

本
・

 
赤

木
文

庫
本
・

 
板
坂

本
と

 
海
住
山

寺
本
と
の

比
較
か

ら
、

い

く
つ

か
特
徴
的
な
箇
所
を
指
摘
し
て

み
た
い

。

　
　
　

i
　
赤
木
文
庫
本
の

脱
文

（

赤

木
文

庫
本
）

「

女
の

わ

ら
は

、

う
ち
に

入
、

こ

の

と

し

こ

ろ
、

き
」

つ

た
へ

、

心
に

か
乂

る

事
侍
り

L

（

天

理

本
）

ナ
シ

（

板
坂
本
）

「

女
の

わ

ら

は

う
ち
に

い

り
て

こ

の

よ

し
松
か

え
姫
に

申
け
る
あ
る

し
き
」

給
ひ

て

す
み
よ

し
と

き
く
か
ら

に

此
と

し
こ

ろ

き
」

　
　
　

　
つ

た
へ

て

心
に

か
つ

事
侍
へ

り
L

（

海
住
山

寺
本
）

「

女
の

わ

ら
は

う
ち
に

い

り
て

こ

の

よ

し

ま
つ

か

え
ひ

め

に

申

け
り
あ
る

し

き
乂

給
ひ

て

す
み

よ

し

と
き

く
か
ら
に

こ

の

と

　
　
　

　

し
こ

ろ

き
乂

つ

た
へ

て

こ
乂

う

に

か
乂

る
こ

と

侍
り

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

10
紙
11
行
〜）

　
赤

木
文
庫
本
で

は
、

海
住
山

寺
本
で

波
線
を

付
し
た

箇
所
が

抜
け
落
ち
て

い

る
。

ま
た
天

理

本
は

、

こ

の

箇
所
自
体
が

見
ら

れ
な
い

。

板

坂

本
は

海
住
山
寺
本
と

ほ

ぼ

同
様
の

本
文
だ

が
、

板
坂
本
の

ほ

う
が
漢
字
を
当
て

る

傾
向
に

あ
る

。

本
文
も
若
干
の

相
異
が

見
ら

れ
、

こ

の

箇

所
の

み
の

比
較
で

言
え
ば

、

海
住
山
寺
本
の

本
文
が

や

や

整
っ

て

い

る

よ

う
に

見
受
け
ら
れ

る
。

　
　
　

h
　
海
住
山
寺
本
の

脱
文
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（

赤
木
文
庫

本
）

「

し
か

る

を
、

住
の

え
の

、

う
ら
は

の

を
ち

よ

り、

ふ

き
を

く
る
風
に

き
こ

ゆ

る
、

琴
の

音
に

、

あ
く
か

れ
出
て

、

こ

く
舟

　
　
　
　

の
、

さ
ほ

に

ま
か
せ

て
、

こ

の

所
ま
て

き
た

り
侍
り
し

に
」

（

天
理
本
）

「

し

か

る

を
、

す
み
の

え

の
、

う
ら
わ

の

を

ち
よ

り、

吹
お

く
る

、

風
に

聞
ゆ
る

、

こ

と
の

ね
に

、

あ
く
か
れ

出
て

、

こ

く
舟
の
、

　
　
　
　

さ

ほ

に

ま

か

せ

て
、

こ

の

と

こ

ろ

ま
て

、

き
た

り
侍
へ

り

し

に
」

（

板
坂
本
）

「

し

か

る

を

す
み

の

え
の

う
ち
わ

の

お

ち
よ

り
吹
を
く
る

風
に

聞
ゆ
る
こ

と

の

ね

に

あ
く
か

れ

出
て

こ

く
ふ

ね
の

さ
ほ

に

ま
か

せ

　
　
　
　

て
こ

の

と

こ

ろ

ま
て

き
た

り
侍
り
し

に
」

（

海
住
山

寺
本
）

「

し

か

る

を

住
の

え
の

う
ら

は

の

を

ち
よ

り
ふ

き
を
く
る

舟
の

さ
ほ

に

ま

か

せ

て

こ

の

と

こ

ろ

ま
て

き
た

り
し
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
12
紙
8
行
〜

）

　

赤
木
文
庫

本
の

波
線
を

付
し

た

箇
所
が

海
住
山

寺
本
に
は

見
ら

れ

な
い

。

こ

の

箇
所
は
、

天

理

本
・

板
坂

本
に

も
存
在
す
る
こ

と

か

ら
海

住
山
寺

本
の

脱
文
と

思

わ
れ

る
。

他
の

伝
本
に

よ
っ

て

本
文
を

補
う
こ

と
が
で

き
る

箇
所
で

あ
る

。

　
　
　
…
m

　
海

住
山

寺
本
の

独
自
本
文

（

赤
木

文
庫
本
）

「

こ

の

御
神
の

御
こ
」

ろ

を
、

し
つ

か

に
、

あ
ん

し

た
て

ま
つ

る

に
L

（

天

理

本
）

「

此
御
神
の

御
心
を

、

し
つ

か

に

案
し

奉
る

に
」

（

板
坂
本
）

「

此
御
神
の

御
こ
乂

ろ

を
し
つ

か

に

あ
ん

し
た

て

ま
つ

る

に
」

（

海
住
山
寺
本
）

「

こ

の

御
神
の

御
こ
」

ろ

を
し
つ

か
に

か
ん

し
た

て

ま
つ

る

に
L

　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
6
紙
3
行
）

　

海
住
山

寺
本
で

は

和
歌
の

後
の
一

文
と

し
て

「

か
ん

し

た

て

ま
つ

る

に
」

と

見
え
る

。

他
の

伝
本
で

は

「

か

ん

し
」

（

「

感
じ

」

）

で

は

な

く

「

あ
ん

し
」

（
「

案
じ

」

）

と

な
っ

て

お

り
相
異
が

見
ら

れ
る

。

意

味
上

は

問
題

な
い

が
、

「

あ
」
（
安）

と

「

か
」
（
加）

の

字
形
の

崩
し

の

相
似
に

よ

る

も
の

と
も

言
え

よ

う
か

。

（

赤
木
文
庫
本
）

「

ふ

き
い

つ

る
」

、

〔
天
理

本）

「

吹
い

つ

る
」

、

（

板
坂
本
）

「

吹
き
い

つ

る
」

（

海
住
山
寺
本
）

「

雲
の

中
よ

り
吹
お

ろ

す
あ
ら

し
は
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
紙
3
行
）
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ま
た

同

様
に
、

海
住
山

寺
本
の

波
線
箇
所
「

吹
き
お

ろ

す
」

が
、

他
の

伝
本
で

は

「

ふ

き
い

つ

る
」

と

な
っ

て

お
り
相

異
が

見
ら

れ

る
。

こ

れ

が

意
図
的
に

改

変
さ

れ
た

の

か

定
か
で

な
い

が
、

こ

の

箇
所
も
ま

た

「

お

ろ

す
」

の

「

お
」

（
於）

と

「

い

つ

る
」

の

「

い
」

（

「

出
」）

、

「

お

ろ

す
」

の

「

ろ
」

宮
）

と

「

い

つ

る
」

の

「

つ

」

（
川
）

の

字
形
の

崩
し
の

類
似
に

よ

る

誤
写
の

可
能
性
も
考
え

ら

れ

る
。

　
数
箇
所
の

本
文
を

比
較
し
た

に

過
ぎ
な
い

が
、

 
海
住
山
寺
本
は

 
赤
木
文
庫
本
と

同
様
に

大
き
な

錯
簡
は

見
ら
れ

な
い

も
の

の
、

若
干

の

脱
文
や

細
か

な

本
文
の

相
異
が

見
ら

れ

る
。

今
回
新
た

に

見
出
し

た
海
住
山

寺
本
を

加
え
た

各
伝
本
の

本
文
を

今
後
さ
ら
に

比
較
し

、

相

互

に

補
完
し

合
う
こ

と

に
よ
っ

て
、

よ

り
整
っ

た

本
文
が

復
原
で

き
る

可
能
性
が

あ
る

。

　
　
　

　

　

　

四

　
『

相
生
の

松
』

の

引
用
歌

　
『

相
生

の

松
』

に
は

和
歌
が

引
用
さ

れ

て

い

る

が
、

従
来
の

研
究
で

は

あ
ま
り
問
題
に

さ

れ
て
こ

な

か
っ

た
。

そ
こ

で

以
下

、

引
用

歌
の

出
典
を

指
摘

す
る

と

と

も
に

、

若
干
の

考
察
を

加
え
て

み

た
い
（
本
文
引
用
は

海
住
山

寺
本
に

拠
っ

た
が
、

読
み
や

す
さ
を

旨
と

し
て

表
記
を

改
め

た

箇

所
が

あ
る）

。

　
　
さ
れ
ば

に

や
、

津
も

り
の

く
に

な
つ

、

こ

の

浦
の

眺
望
を

詠
み

け

る

歌
に

も
、

　
　
　

　

あ
さ
ゆ
ふ

に

み

れ
ば

こ

そ

あ
れ

住
よ

し

の

う
ら

よ

り
を
ち

の

あ
は
ち
し
は

山

　
　
と

詠
し

け
る

も
（

5
紙
21
行
〜

6
紙
2
行）

と
い

う
「

あ
さ

ゆ

ふ

に
」

の

歌
は

、

海
住
山
寺

本
で

は

絵
H
の

前
に

見
え
る

が
、

こ

れ

は

『

新
後
拾
遺

和
歌
集
』
（
永

徳
三

年
〔
】

三

八

三
〕
成
ウ一

）

に
、

　
　
　

　

永
仁
六

年
十

月
、

亀
山
院

住
吉
社
御

幸
時

、

遠
島
眺
望
と
い

ふ

こ

と

を
つ

か

う
ま
つ

り
け
る

　
津
守
国
冬

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9）

　
　

朝
夕
に

見
れ

は
こ

そ
あ
れ

住
吉
の

浦
よ

り
を
ち
の

淡
路
島
山
（
『

新
後
拾
遺
和
歌
集
』

第
＋
六
・

雑
歌
上
・
一

二

七
八

番
歌
）

と

し
て

採
録
さ
れ

る
。

歌

集
の

詞

書
き
に

よ

れ

ば
、

永
仁
六

年
（
一

二

九
八）

に

亀
山

院
（
一

二

四

九
〜
一

三

〇
五
V

が

住
吉
社
に

御

幸
し

た

際
、

「

遠
島
眺
望
」

と
い

う
題
で

津
守
国
冬
（

一

二

六
九
〜
一

三
二

〇
）

が
詠
じ

た

も
の

と
い

う
。

ま
た
こ

の

歌
は
、

住
吉
大
社
に

縁
の

深
い

社
家
津
守
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家
の

歌
を

集
め

た

『

津
守
和
歌
集
』
（
成
立

年
未

詳）

に

も

採
録
さ

れ

て

お

り
、

や

は

り
津
守
国
冬
が

詠
じ
た

も
の

と

さ
れ

て

い

る
。

し

か

し
、

『

相
生
の

松
』

の

各
伝
本
で

は
、

詠
者
が

津
守
国
冬
で

は

な
く

、

傍
線
を
付
し
た

よ

う
に

国
冬
の

子
で

あ
る

津
守
国
夏
（

一

二

八

八

〜
一

三

五

二
）

の

歌
と
し

て

い

る
。

国
冬
の

父
国
助
（

一

二

四
二

〜

＝
一
九
九
）

・

国
冬
・

国
夏
は

和
歌
に

長
じ

、

勅
撰
集
に

も
入
集
し

て
い

る

歌
人
で

あ
る

。

と

り
わ

け
国
夏
は
、

正

平
七

年
／
文

和
元
年
（
一

三
五

二
）

に

後
村
上
天

皇
2

三

二

八
〜
一

三

六
八
）

が
国
夏
の

住
江

殿
を

行
宮
と

し
て

滞
在
し
た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10）

こ

と
に

よ
っ

て

正
三

位
に

昇
り、

そ
の

後
も

同
天
皇
は

崩
御
す
る

ま

で

住

吉
殿
を
行

宮
と

定
め

る

な
ど

天
皇
家
と
の

結
び
つ

き
が

深
い

。

『

相
生
の

松
』

で
、

「

国
冬
」

で

は

な

く
「

国
夏
」

と

あ
る
の

は
、

名
の

通
っ

た
方
に

逸

話
が

吸
収
さ

れ

て

し

ま
っ

た

も
の

か
、

は

た

ま
た

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
（
11）

よ

り
著
名
な

「

国
夏
」

に

あ
え
て

改
変
し

、

読
者
の

興
味
を

引
こ

う
と
し
た

の

だ
ろ

う
か

。

　

　

さ

れ

ば

明
神
の

御
歌
に

、

　

　

　

　

夜
さ

む

き
こ

ろ

も
や

う
す
き
か

た
そ

ぎ
の

行
あ
ひ

の

ま

に

霜
や

を
く
ら

ん

　

　

と

ふ

ゆ

の

夜
を
わ

び

給
ひ

て

よ

み

給
ふ
（
21
紙
10
行
〜
13
行）

と

い

う
住

吉
明
神
の

和
歌
は

、

若
干
の

言
葉
の

相
違
は

あ
る

が
、

　

　

夜
や

さ

む

み

衣
や

う
す
き
か

た

そ

き
の

行
合
の

ま
よ

り
霜
や

置
ら
ん

　

　

　

　

　

住
吉
の

御
歌
と

な

む

　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『

新
古
今
和
歌
集
』

第
＋
九
・

神
祗
歌
・
一

八
五

五

番
歌）

と

諸
書
に

見
え
る

住
吉
の

神
の

詠
歌
を

典

拠
と

し
た

も
の

で

あ
ろ

う
。

『

古
今

和
歌
六

帖
』
（

鯉
）

や
、

『

俊

頼
髄
脳
』
（
63）

、

『

綺
語
抄
』

（

鵬）
、

『

袖
中
抄
』
（
跚
）

、

『

童
蒙

抄
』

（
77）

、

『

奥
儀

抄
』

痂
）

な

ど

の

歌

学
書
に

類
歌
が

散
見
し

、

特
に

『

袋
草
紙
』

上

巻

「

希

代
の

歌
」

で

は
、

「

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12）

れ
は

、

社
破

壊
の

由
帝
王

に

奏
せ

よ

と
て

夢
に

見
す
る

歌
な

り
」

と
し

て
、

住
吉
社
が

荒
廃
し

て

い

る

こ

と

を

帝
に

告
げ
る
た

め

に
、

住
吉

明

神
が

夢
の

中
に

立

ち
顕
れ

て

詠
じ

た

も
の

と
さ

れ

る
。

住
吉
明
神
の

託
宣
歌
と

し

て
、

広
く
歌
人
た

ち
に

語
り
継
が
れ
て
い

た

歌
と

言
え

よ
・
つ

。

　

ま
た

、

『

相
生

の

松
』

の

末
尾
に
は

、

　

　

古
今
の

序
に

し
る

し
つ

Σ

た

か

さ
こ

す
み

の

え
の

松
も
あ
ひ

お
ひ

の

や

う
に
（

22
紙
−

行
〜

）
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と

見
え
る

。

こ

れ
は

先
学
も
指
摘
す
る
よ

う
に

、

『

古
今
和
歌
集
』

仮
名
序
の

、

　

　
細
石
に

喩
へ

、

筑
波
山
に

掛
け
て

君
を
願
ひ

、

喜
び

身
に

過
ぎ

、

楽
し
び

心
に

余
り

、

富
士
の

煙
に

寄
そ
へ

て

人
を
恋
ひ
、

松
虫
の

音

　

　
に

友
を
偲
び

、

高
砂

、

住
の

江
の

松
も

、

相
生

の

様
に

覚
え

、

男
山
の

昔
を
思
ひ

出
で

て
、

女
郎
花
の
一

時
を

く
ね
る
に

も
、

歌
を

言

　

　
　
　

　
　
　
　（
13
）

　

　
ひ

て

ぞ

慰
め

け
る

。

を

踏
ま
え
た

も
の

で

あ
り

、

謡
曲

『

高

砂
』

に

も
「

高
砂
住
吉
の

松
に

相
生
の

名
あ
り
、

当
所
と

住
吉
と

は
国
を

隔
て

た

る
に

、

な
に

と

て

　

　
　
　

　
　
　

　
　

（
14）

相
生

の

松
と

は

申
し
候
ふ

ぞ
」

と

見
え
る

。

海
住
山

寺
本
の

箱
書
き
に

「

住
吉
之
絵
巻
物
」

と

記
す
が

、

こ

れ

は

「

住
吉
の

松
の

絵
巻
物
」

で

あ
り

、

「

高
砂
の

松
」

「

相
生

の

松
」

と

同
義
の

意
味
合
い

で

付
さ
れ
た

も
の

と

推
測
さ

れ
る

。

五

　
絵
画
部
分
の

比
較

　

海

住
山

寺
本
『

〔

相
生

の

松
〕

』

に

は

六

図
の

絵
画
が

あ
る

。

高

砂
の

松
ヶ

枝
姫
の

様
子
（

絵
1）

、

住
吉
の

松
高
彦
の

様
子
（
絵

↓
、

高

砂

で

の

松
ヶ

枝
姫
と

松
高
彦
の

対
面
（
絵
皿）
、

松
ヶ

枝

姫
が

住
む

仙
境
で

の

二

人
の

様

子
（

絵
W
）

、

邸
内
の

松
ヶ

枝
姫
と

門
に

立
つ

松
高
彦
の

様
子
（
絵
v）

、

楽
を
奏

す
る

場
面
と

海
上

に

集
ま
る

仙
人
達
（

絵
W）
で

あ
る
（
末
尾
に

海
住
山

寺
本
の

全
六

図
を

掲
載
し

た
。

【

図
二
】

「

海
住
山
寺
本
の

絵
画
部

分
」

絵
1
〜
w
）

。

『

相
生
の

松
』

の

絵
に
つ

い

て

は
、

 
海
の

見
え
る

杜
本
に
五

図

ま

で

を

確
認

す
る
こ

と

が
で

き
、

 
板
坂
本
で

は

全

六
図
が

紹
介
さ
れ

て

い

る
。

ま

た
、

 
天
理
本
・

 
赤

木
文
庫
本
は

本
文
の

み

で

絵
の

紹
介
は

な
い

。

　

海
住
山
寺
本
の

絵
の

特
徴
と

し
て

は
、

登
場
人

物
の

顔
の

表
情
や

服
装
な
ど

の

描

法
が

、

全
て

異
国
風
（
唐
風）

と

な
っ

て

い

る

こ

と

が

挙

げ
ら

れ

る
。

こ

れ

は
、

舞
台
で

あ
る

住
吉
と

高
砂
が
、

俗

界
を

離
れ

た

仙
境
で

あ
っ

た

と
の

場
面
設
定
に

よ

る

も
の

で

あ
ろ

う
。

中

に
は

、

暖
地

で

自
生

す
る

ソ

テ

ツ

の

よ

う
な

草
木
も
描
か

れ

る

な

ど
（
絵
W

）

、

異
国
を

意
識
し
た

描
画
が

随
所
に

見
ら
れ

る
。

　

 
海
の

見
え
る

杜
本
．

 
板
坂

本
も

、

や

は

り
唐
風
の

雰

囲
気
を

漂
わ

せ

て

い

る

が
、

そ
れ

ぞ

れ

を
比

較
し

て

み
る
と

微
妙
に

構
図
が

異

な
っ

て

お

り
、

絵
師
に

よ

る

作
風
の

違
い

を

見
る
こ

と

が

で

き
る

。

特
に

海
住
山

寺
本
は

、

全

体
的
に

 
海
の

見
え
る

杜
本
よ

り
も
 
板
坂

本
に

近
い

描
法
の

よ

う
に

見
受
け
ら

れ
、

海
住
山
寺
本
と

 
板
坂

本
の

両

絵
師
が

参
考
と
し

た

親
本
の

存
在
が

想
起
さ
れ

る
。

た

だ

し
、

例
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、

尺

ば

最

終
図
（

絵
W）
の

「

舞
楽
の

場
面
」

に
つ

い

て

み

る

と
、

舞
人
の

人

数
や

服
装

が

海
住
山

寺
本
で

は

他
の

伝
本
と

異
な
っ

て

い

る
（

【

図

一

三

「

舞
楽
の

場
面
」

比

較）
。

今
後

、

舞
人
の

服
装
や
編
成
な
ど

を

検
討
す
る
こ

と

で
、

舞
楽
の

曲
名
も

明
ら
か

に

な

る

か

も
し

れ
な
い

。

　

先
に

述
べ

た

よ

う
に

、

 
天
理
本
・

 
赤
木
文
庫
本
の

絵
画
部
分
は

紹
介
さ
れ

て

い

な
い

。

今
後
の

調
査
に

よ
っ

て

明
ら
か

と

な
れ

ば
、

海
住
山
寺

本
の

絵
画
部
分
の

特
徴
も
さ
ら
に

明
確
に
な

る

も
の

と

期
待
さ
れ
る

。

　

な
お

、

『

相
生
の

松
』

以

外
の

お

伽

草
子
（
絵
巻
∀

に

対
象
を

広
げ
る
と

、

『

相
生

の

松
』

と

似
た
描

法
の

絵
巻

を
い

く
つ

も
見

出

す
こ

と

が

で

き
る

。

例

え
ば

、

海

住
山

寺
本
の

絵
画
部
分
（
絵
1
・

↓
に

見
ら

れ

る

構
図
は

、

二

松
学
舎

大
学
附
属
図

書
館
蔵
『

咸
陽

宮
絵
巻
』
（

奈
良
絵

樋）

や
・

工

藤
早
弓
氏
が

『

奈
良
絵

本
．

占
の

中
で

紹
介
す
る

・

熊
野
の

本
地
』
（
江
戸
時
代
前
期

馨
二

壑
の

邸
宅
の

様

モ

立
教
大

学
図

　
　
　
　
　
　
　
　
（
17）

書
館
蔵

『

長

恨
歌
絵
巻
』

の

院
内
の

様
子
と

類
似
し
て

い

る
。

構
図
だ

け
で

な
く

、

床
の

模
様
や

色
使
い

と
い

っ

た

細
か
い

箇

所
も
酷
似
し

て

い

る

の

で

あ
る

。

こ

れ

ら

の

絵
巻
は

『

相
生

の

松
』

同
様、

異
国
・

異
境
を

舞
台
と

し

て

い

る
こ

と
か

ら
、

こ

う
し

た
場
面
を
描
く
際
に

参
考
と

す
る

雛
形
や

粉
本
の

存
在
を

示
唆
す
る

も
の

と
し

て

興
味
深
い

。

今
後

、

構
図
や

描
法
の

比

較
を

さ
ら

に

進
め

る
こ

と

に
よ
っ

て
、

お

伽
草
子
の

絵
師
の

流
派
が

浮
か

び
上

が
っ

て

来
る

可

能

性
も
あ

る

だ
ろ

う
。

お
わ

り
に

　

本
稿
で

は
、

海

住
山

寺
蔵
『

〔

相
生
の

松
〕

』
（
絵
巻）

を

め

ぐ
っ

て
、

書
誌

事
項
や

伝

本
の

状

況
、

詞
書
や

絵
画

部
分
の

比

較
を

行

う
こ

と

に

よ

り
、

海
住
山
寺
本
の

位
置
付

け
を

行
っ

た
。

お

伽

草
子

『

相
生
の

松
』

の

伝
本
は

、

六

種
が

知
ら

れ

る

の

み
で

極
め

て

少
な
い

。

そ

の

中
に

あ
っ

て

海
住
山
寺

本
は

、

善

本
と
目

さ

れ

る

赤
木

文
庫
本
と

同
様
に

錯
簡
も
な

く
、

整
っ

た

本
文
を

有
し

て

い

る
。

保
存
状
態
も
良

く、

鮮
や

か

な

絵
も
残
さ
れ
て

い

る
。

今
後
『

相
生
の

松
』

の

伝
本
比

較
を
さ

ら

に

詳
細
に

行
う
こ

と

に

よ

り、

よ

り
良
い

本
文
の

姿
や

共
通
祖

本
の

存
在、

成
立

や
享
受
の

様
相
な
ど
、

さ

ま
ざ
ま
な
事
柄
が

明

確
に

な
っ

て

く
る

も
の

と
期

待
さ

れ

る
。

そ
の

点
に

お
い

て

も
海
住
山

寺

か

ら

『
〔

相
生

の

松
〕

』

が

見
出
さ
れ
た
こ

と
の

意

義
は

大
き
く
、

今
後
の

お

伽
草
子
研
究
に

寄
与
す
る

と
こ

ろ

大
で

あ
ろ

う
。

　
な

お
、

海
住
山
寺
本
は

江
戸
時
代
中
期
の

製
作
と

推
測
さ

れ

る

が
、

こ

の

時
期
に

お

け
る

住
吉
と

絵
画
と
の

関
わ

り
で

言
え

ば
、

寛

文
三
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年
（

＝
ハ

六
三
）

に

神
主

津
守
国
治
が

法
橋
如
慶
（
一

五

九

九
〜
一

六
七
〇
）

に

対
し

、

大
和
絵
の
一

派
住
吉
派
復
興
に

関
す
る

「

住
吉

大
神
社
絵
所

　（
18）

証
文
」

を
出
し
て

い

る
こ

と
が

注
目

さ

れ
る

。

住
吉
を

舞
台
と

す
る

『

相
生
の

松
』

が

製
作
さ
れ
る

背
景
と

し
て

、

こ

う
し
た

住
吉
大
社
の

動
向
も
関

係
す
る

だ
ろ

う
か

。

ま

た

『
〔

相
生

の

松
〕

』

が

海
住
山
寺
に

伝
来
し

た

経
緯
に
つ

い

て

は

詳
ら

か
で

な
い

が
、

海
住
山

寺
に

は

隆

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
19）

範
所
蔵
の

書
や

絵
画
が

残
さ

れ

て

い

る
こ

と

か

ら

す
れ

ば
、

隆
範
自
ら
が

購
入
し

た

と

も
考
え
ら
れ
よ

う
。

　

そ

の

他
、

海
住
山

寺
と

絵
巻
と

の

関

わ

り
か

ら

す
れ
ば

、

海
住
山
寺
に

狩
野

永
納
（

＝
ハ

＝

二

〜
一

六
九
七
）

筆
『

海
住
山

寺
縁
起
』
（
二

巻）

が

蔵
さ

れ

る

こ

と

に

注
意
を

払
わ

な

く
て

は

な
ら
な
い

。

寛
文
二

年
（

一

六
六
二
）

の

解
脱
上
人

貞
慶
（

二

五

五

〜
一

二
一

三
）

の

四
百
五

十
年
御
遠

忌
と
の

関
わ

り
か

ら
製
作
さ
れ
た

で

あ
ろ

う
こ

と
が

指
摘
さ
れ

て

お
り

、

海
住
山
寺
蔵
『
〔

相
生

の

松
〕

』

も
含
め

な
が
ら

、

寺
院
に

お
け
る

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　（
20）

絵
画

の

役
割
に

つ

い

て

も

考
え
て

い

く
必
要
が

あ
る

だ

ろ

う
。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

註
（

1
）

　
拙
稿
「

海
住
山
寺
蔵

『
〔
相
生

の

松
〕

』

解
説
な
ら
び

に

翻
刻
」

（
「

大
正
大
学
研
究
紀

要
」

第
九

十
八

輯、

平
成
二

十
五

年
三

月）
。

（

2
）

　
佐
伯
隆
範
師
の

足
跡
に
つ

い

て
は
、

佐
脇
貞
憲

『

佐
伯

隆
範
大
僧
正
百
回
忌
奉
修
記
念

　
黙
堂

範
真
大
和
上

雑
纂
』

（

海
住
山

寺
、

平
成
十
六
年

　
　
六
月
三

日
）

に

詳
細
に

紹
介
さ

れ
て

い

る
。

（
3

）

徳
田

和
夫
編

『

お
伽

草
子
事
典
』

（
東
京
堂
出
版

、

平
成

十
四

年
九

月
）

「

相
生
の

松
」

の

項
。

（
4

）

　

横
山
重
・

松
本

隆
信
編
『

室
町

時
代
物
語
大
成
』

第
十
二
（

角
川
書

店
、

昭

和
五

十
九

年
二

月
）

所
収

。

（
5

）

　
横
山
重
・

松
本
隆
信
編
『

室
町

時
代
物
語
大
成
』

補

遺
一
（

角
川

書
店

、

昭

和
六
十
二

年
三

月）

所
収

。

（
6

）

　
『

思

文
閣
古
書
資
料
目
録
』

第
百
五

十
五

号
、

善

本
特
集
第
九
輯
（

思

文
閣
出
版

、

平

成
九

年
六

月
）

一

六

八

頁、

『

物
語
絵
−
奈
良
絵
本
と
絵
巻

　
　
に

見
る

古
人
の

こ

こ

ろ

　
』

（
海
の

見
え
る

杜
美
術
館

、

平
成

十
八

年
七

月）

七

十
頁、

『

海
の

見
え
る

杜
美
術
館
至
宝
展

　
日

9
ω

日
○
閑

く

〜
偉
才

　
　
の

コ

レ

ク
タ
ー

梅

本
禮

暉
譽
の

軌
跡
』
（

海
の

見
え
る

杜
美
術
館

、

平

成
二

十
一

年
八

月）

九

十
三

頁
に

、

本
文
と

絵

画
部
分
の
一

部
が

紹
介
さ
れ

　
　
て
い

る
。

（
7

）

前
掲
注
（
6

）

書
『

思

文
閣
古
書
資
料
目

録
』

＝
ハ

八

頁
。
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（

8）

板
坂
則
子
・

井
黒
佳
穂
子
・

安
岡
充
令
「

新
出

奈
良
絵
巻
『

相
生
の

松
』
」

（

「

専
修
国
文
」

第
八
十
四

号、

平
成
二

十
一

年
一

月
所
収
）

。

（

9
）

　
引
用
は

、

『

新
編
国
歌
大
観
』

所
収
の

も
の

に

拠
る

。

な
お

、

和
歌
の

引
用
は

特
に

断
ら
な
い

限
り

『

新
編

国
歌

大
観
』

に

拠
る

。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

著
御
住
吉
事

（

10
）

　
『

園
太

暦
』
（
巻
四
）

「

文
和
元
年
二

月
二

十
八
日

条
」

に

「

廿
八

日、

壬
寅、

天
晴

、

後
聞

、

天
皇

今
日

著
御
住
吉

、

以
神
主

国
夏
館
為
御
在
所、

　
　
但
可
御

住
吉
殿、

仍
有
修
造
云
々
」

と

見
え
る
（

『

園
太

暦
』

続
群

書
類
従
完
成
会

、

昭
和
四

十
六
年
五

月
）

。

国
夏
は

笛
の

名
手
で

も

あ
り

、

ま

　
　
た

元
徳
二

年
（

＝
二一
二

〇
）

に

は
、

延
暦
寺
大
講
堂
供
養
に
お
い

て

太
鼓
を
勤
め

て

い

る
（

『

体
源
抄
』
）

。

な
お、

住
吉
大
社
に

お

け
る

雅
楽
と

津
守

　
　
家
と
の

関
わ

り
に
つ

い

て

は
、

南
谷
美
保
「

住

吉
大
社
と

雅
楽
　
そ
の

演
奏
環
境
に

関

す
る

歴
史
的
考
察

l
」

（

「

四
天
王

寺
国

際
仏

教
大
学
紀
要
」

　
　
第
四

十
四
号

、

平
成
十
九
年
三

月
）

参
照

。

（
11
）

　
「

朝
夕
に

」

の

歌
は

、

住

吉
大
社
の

「

踏

歌

神
事
」

熊
野

舞
（

四

段）
の

中
で

「

や

　
あ
さ
ゆ

ふ

に

や

　
あ

さ
ゆ

ふ

に

や

　
み

れ

ば
こ

そ

あ
れ

　
　
す
み

よ

し
の

や

　
う
ら
よ

り
を

ち
の

　
を
ち
の

　
あ
は

じ
し

ま

や
ま
」

と

歌
わ

れ

て

い

る
よ

う
で

あ
る

（

「

喜
多
文
庫
民
俗
芸
能
デ
ー

タ
ベ

ー

ス
」

　
　

葺
8
ミ
≦

≦

≦
ω
ロ

日

舞
o
σ
Φ−
≦
F
鋤

ρ

甘
＼

耳
墅
ぎ
α
Φ

鉾

拝

巨）
参
照

。

な

お、

『

仮
名
手

本
忠
臣

蔵
』

に

も
「

朝
夕
に

見
れ

ば

こ

そ
あ
れ

住
吉
の

。

岸

　
　
の

向
ひ

の

淡
路
嶋
山

と
い

ふ

事
知
ら
ぬ

か
」

（

「

日
本
古
典
文
学
大
系
本
」

）

と

し
て

類
歌
を
見
る

こ

と

が
で

き
る

。

（

12
）

　
引

用
は
、

新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
藤
岡
忠
美
校
注
『

袋
草
紙
』

（

岩
波
書
店、

平
成
七

年
十
月
三

十
日）

所
収
の

も
の

に

拠
る

。

『

袋

草
紙
』

で

　
　
は

、

こ

の

「

夜
や
さ

む

き
」

の

歌
の

後
に

、

住
吉
明
神
に

ま
つ

わ
る

三

首
を

載
せ

る
。

特
に

奈
良
帝
が
詠
ん

だ

と

さ
れ

る

「

わ

れ
み
て

も
ひ

さ

し

　
　
く
成

り
ぬ

す
み

よ

し

の
」

に
つ

い

て
、

元
は

慈
覚
大
師
円
仁
（

七

九
四

〜

八

六

四
）

の

歌
で

あ
る

と
の

故
事
を

示
し
て
い

る

点
は

興
味
深
い

。

（

13
）

　
引

用
は

、

新
日

本
古
典
文

学
大
系

小

島
憲
之
　
新

井
栄
蔵
校
注
『

古
今
和
歌
集
』

（

岩
波
書
店

、

平
成
元
年
二

月
二

十
日

）

所
収
の

も
の

に

拠
る

。

（

14
）

　
引
用
は
、

日

本
古
典
文
学

大
系
　
横
道
萬
里
雄
　
表
章
校
注
『

謡
曲
集
上
』
（

岩
波
書
店、

昭
和
三

十
五

年
十
二

月
五

日）

所
収
の

も
の

に

拠
る

。

（

15
）

　
二

松
学
舎
大

学
附
属
図
書
館
蔵
『

咸

陽
宮
絵
巻
』

（

奈
良
絵
本
）

は

「

寛
文
頃
（

一

六

六

〇

年
代）

写
。

伝
本
は

少
な

く、

現
在
ま
で

判
明
し
て
い

　
　
る

の

は
六

点
」

と
さ

れ

る
（
二

松

学
舎
大
学
附
属
図
書
館
「

季
報
」

第
七

十
四

号、

平
成
二

十
一

年
十
月
十
日）

。

（

16
）

　
紫

紅
社
く

文
庫
V

、

平
成
十、
八

年
十
月
三

十
一

日
。

一

二

二

頁
等

参
照

。

な
お

、

同

書
所
収
の

『

咸
陽
宮
』
（
江

戸
時

代
前
期
・

絵
巻
二

巻
）

に

も

　
　

類
似
し
た

構
図
が

見
ら

れ

る
。

（

17
）

　
立

教
大
学
図

書
館
蔵
『

長
恨
歌
絵
巻
』

に
つ

い

て
は

、

「

作
者

未
詳
　
年
代
未

詳
　
一

巻
　
※

狩
野
松
栄

筆
と
の

鑑
定
書

付
」

で

「

従
来
全
く

　
　
そ
の

存

在
を

知
ら
れ
て

い

な
か
っ

た
オ

リ

ジ

ナ
ル

な

資
料
で

あ
り

、

文
芸
と

絵
画
の

分
野
の

み

な
ら

ず、

白
楽
天
の

長
恨
歌

受
容
の

展
開
を

う
か
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が

え
る
、

日
本
と

中
国
の

比

較
文

化
研

究
な

ど

多
方
面
の

可

能
性
を
持
つ

資
料
」

（

小

峯
和
明
氏

解
説
）

と

さ

れ
る

（

「

立

教
大
学
図
書
館
所

蔵
資
料

　
　
デ

ジ

タ

ル

ラ

イ

ブ
ラ

リ

展
示
作
品
「

長
恨
歌
絵
巻
」

算
6
ミ
≦

乏
≦
居

陣

ζ
ρ
9。
。

む
＼
同

。
ω
 

胃
。
『

≧
げ

冨
曼
＼

1
鷁
。゚

Φ
什

＼

且
ぐ

胃
。

巨
く
Φ
。。

＼

霞
巨
σ

ぼ
。

昌
＼
∩

ロ
。−

　

轟
o

爵
p8

昌
）

。

（
18
）

　
「

住
吉
大
神
社
絵
所
証
文
」

は
、

東
京
芸
術
大
学
付
属
図
書
館
蔵

「

住
吉

家
伝
来
記

録
類
」

の

中
に

収
め
ら
れ
て
い

る
。

（
19
）

　
前
掲
注
（

2
）

書
に

は
、

隆
範
の

所
蔵
品
と

し
て

、

隆
範
の

為
に

描
か
れ
た
と

思
わ

れ
る

富
岡
鉄

斎
（

一

八

三
七
〜
一

九
二

四
）

「

山
水
図
」

や
、

　
　

中
村
敬
宇
（

一

八

三
二

〜
一

八

九
一
）

の

書
、

勝
海
舟
（

一

八

二

三

〜
一

八
九
九
）

の

書
が

掲
載
さ
れ

て
い

る
。

隆

範
が

書
画
の

世
界
に

も
造
詣
の

深

　
　
か
っ

た

こ

と

が

知
ら

れ
る

。

（
20
）

　
海
住
山

寺
蔵
『

海
住
山
寺
縁
起
』

に
つ

い

て

は
、

『

御
遠
忌
八

〇

〇

年
記
念
特

別
展
　
解
脱
上

人

貞
慶

ー
鎌
倉
仏

教
の

本
流

1
』
（

奈
良

国
立

博

　
　

物
館
・

神
奈
川

県
立
金
沢

文
庫

、

平
成
二

十
四

年
四

月
六

日
）

一

四

六

頁
参
照

。

ま
た、

奈
良
女

子
大
学
「

奈
良
地

域
関
連
資

料
画
像
デ
ー

タ
ベ

　
　
ー

ス
」

に
は

絵
巻
の

全

体
画
像
が

掲
載
さ

れ
て
い

る
（
耳
貫
丶

ヨ

讐
o

δ
び

P
目

ワ

蠧
「
餌−
≦
F
四

ρ

む
＼

為
O
＼

冨
こ

ロ
ω
Φ

⇒」
广
Φ

コ

触
＼

ぎ
自
○

〆

算
ヨ
ご

。

〈

付
記
〉

　
貴
重
な
蔵
書
の

閲
覧

、

掲
載
を
御

許
可
い

た
だ

き
、

種
々

御

教
示
を

賜
り
ま
し

た

海
住
山

寺
御
住
職
佐
脇

貞
憲
師
に

心
よ

り
御
礼
を

申
し
上

げ
ま
す

。

ま
た

画

像
の

掲
載
を
御

許
可
い

た

だ
き
ま
し

た

海
の

見
え
る

杜

美
術
館
な
ら

び
に

専
修
大
学
教
授
板
坂
則
子
先
生
に

感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
稿
は

、

智
山
勧
学

会
第
五

十
六
回

教
学
大
会
（

平
成
二

十
四

年
五

月

十
九
日
、

於
・

別
院
真
福
寺
）

に
お

け
る

口

頭
発
表
を
も
と

に

成
稿
し
た
も
の

で

す
。

御
教

示
を
賜

り
ま
し

た

諸

先
生

方
に

深
謝
申
し

上
げ
ま

す
。

　
な

お

本
稿
は

、

智
山

勧
学
会
奨
励
研
究
助
成
（
共

同
研
究
）

の

成
果
の
一

部
と

な
り
ま

す
。

〈

追
記
〉

　
初
校
校
正

中
に

、

原
口

志

津
子
「

城
端

別
院

善
徳
寺
所
蔵

「

相
生
の

松
」

L
（

「

富
山

県
立

大
学
紀
要
」

二

十、

平
成
二

十
二

年
三

月）

を
知
っ

た
。

内

容
を

確
認
し

て
い

な
い

が
、

本
稿
に

関
連
す
る

も
の

と
思
わ
れ
る

。

先
行
す
る

研
究
成
果
と
し

て

挙
げ
て

お

き
た
い

。
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〈
キ

ー

ワ

ー

ド
〉

海
住
山

寺
、

お

伽
草
子、

相
生
の

松
、

絵
巻

、

佐
伯
隆

範
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【

図
二
】

「

海
住
山

寺
本
の

絵
画

部
分
」

絵
1
〜

絵
1

絵
皿

絵
皿
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海
住
山
寺
本

【
図
三
】

「

舞
楽
の

場
面
」

比
較

板
坂
本

海
の

見
え
る

杜
美
術

館
本

一 155 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


